


































































    時代層区分概略絶対年代海進海退





























   A扇状地富士μ』安倍川,大井川の各扇状地
   B自然堤防濃尾平野(木曾川中流自然堤防地帯)
   C後背湿地大日ヨ川沿岸,濃尾平野西部,淀川沿岸三島伺近
   D三角洲旧稗田川流域,目黒川下流部,鶴見川下流部
   E土砂供給の多い河川沿岸天竜用下流,富士川和潤井川下流域
   F!!、オボレ谷馬込付近谷,愛鷹山麓の谷,焼津北部の谷
   G海岸砂洲横供出下町,浮島砂洲・三方原南方海岸,御津
   H潟湖跡浮島ケ原,磐田付近
 地盤変動も沖積層の堆積特徴を支配する一一因子である。継続的あるいは断続的な地盤の昇降運動
 は,地盤に対する海水面変動速度を相対的に減少し,あるいは加速する影響を.与える。地盤変動の
 速度は海水面変動の速度に比し、冲積巨上に拾いては小さかったと推定されるので,地盤運動により
 1中積層の堆積特徴に与えた影響は二次的と考えられる。
 沖磧世後半にむいて関東地方南部では地盤の上昇が,愛鷹山麓,焼津付近,濃尾平野の西部では
 地盤の沈降の傾向が神積層の堆積特徴より推定される。
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論文審査要旨
 本論文は「東海道に冷ける沖積層の研究」と題し,序文,謝辞,研究史のほか六章にわたって研
 究結果が述べられている。
 序文では,特に東海道新幹線建設工事の基礎調査の結果明らかにされた東京一大阪間の沖積層全
 般について述べられている。
 研究史としては,新幹線沿線の第四紀1中陵層に関する従来の研究について総括を行っている。
 第一章では,調査研究の方法について述べ,特に2,500本以上に及ぶボーリング資料及びサウン
 ディングデーターを使用して充分な解析を行ったことが明らかにされている。
 第二章は,沖積層の定義について,特に神積層下部に発達する礫層は、単なる基底礫層ではなく
 て,上下に2分されるべきで,しかも下部は河成であり,上部は海成の堆積物である事を明らかに
 している。
 第三章は,東海道沿岸地区の沖積層について述べ,多摩川・鶴見川の埋横谷等,大井川下流,浜
 名湖,天竜川.濃尾平野等の1中積層の岩相,構造,堆積環境,及び地質時代について詳細に記載し
 ている。特に神積層は.溺谷中の堆積であることを明かにしている。
 この中で沖蟄居の堆積に8っの型を区分し.河成層弗海成層曲河成層の順に1乃至3サイクルの
 堆積層が溺谷中に見られる事を指摘している。
 第四章には,沖積層の堆積を支配した要因について次の様にとりまとめている。
 (1)海水準変化と沖積層との関係は、氷河の消長に太きぐ影響している。
 (2)後背地及び堆積地の地形,地質は河川と沿岸流による土砂の運搬・供給の量に密接な関係をも
 つている。
 〔3)地盤の沈降及び隆起による埋積速度が1中積層の発達に関連している。
 第五章1中積擢の地史学的考察の項では,最初に溺谷の深さは内湾に面する所で30-70π,外洋に
 面する所ではloe卿前後である事。溺谷内部には段丘,波蝕台等が存在する事。溺谷の埋積は河川
 によって供給される土砂と沿岸流によって運搬される土砂による事等を指摘し,さらに,沖積世後
 期にむいて,関東地方南部,大磯山地付近では隆起,焼津付近寿よび濃尾平野では沈降の傾向があ
 ったと推定される事を述べている。
 公表済の論文は17篇あるが,何れも本研究に関して重要なものである。
 語学,専門学科並びに論文審査に合格し,よって審査員一同は池田俊雄提出の論文は理学博士の
 学位論文として合格と認める。
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